







第２節 マンロー報告要約（The Munro Review of Child Protection: Final Report-A child-centred system）












けて、ロンドンスクールオブエコノミクスのMunro教授が上程したThe Munro Review of Child Protection: Final Report











9歳のVictoria Climbie虐待死を巡る報告書(以下Climbie報告、Department of Health 2003)は画期的とも言えるが、同


















































































































































を下すことを勧告するが、同時にその専門性を向上させることにも関心を抱いている。Social Work Task Force （以降、



























地方自治体が、一線職務を継続しつつ実際的な技術についてアドバイスをするPrincipal Child and Family Social Worker
（上席児童家庭社会福祉士）の任命を行うことを勧告する。






































（Multi-Agency Working and Information Sharing Project Report 2014）
本報告の目的は、英国内務省が資金を提供して実施された、多機関協働情報共有モデルの現状についてよりよく理解す
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する 児童心理 58(9), p159-147
（付記）本稿は、科学技術振興機構社会技術研究開発センター（JST/RISTEX）の「安全な暮らしをつくる新しい公／
私空間の構築」研究領域における研究プロジェクト「親密圏内事案への警察の介入過程の見える化による多機関連携の推
進」（研究代表者・田村正博当研究所長）による研究成果の一部である。
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